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た。今回のサブテーマはTransformation of Traditional Nursing: Theory, Research, and Practiceで、
オーストラリアからのPamela van der Riet 先生によるKey Note Speech (演題名：Attending to 

















吉井先生と私の演題はGreen Tea Service and Traditional Nursing Practiceで、part -1として感
染予防に関する効用を吉井先生が、part-2として癌予防に関する効用を私が担当しました。看護業務
の合間に看護師さんや看護助手さんが行ってきた病棟の配茶サービスは、たぶんアジア独特のものだ
と思います。そこには体を温める・心を癒すという精神的リラックス効果と医療者患者間のコミュニ
ケーションの向上という効果があります。それらに加えてお茶の成分であるカテキン類（ポリフェノ
ールの一種です）が、感染予防や癌予防という身体的な効能を認めるという実験的裏付け研究を発表
しました。これらの結果は本学看護棟5階の感染看護実験室・バイオセラピー実験室で行ってきた基
礎看護学領域の成果の一つでもあります。閉会後のBoard Meetingの時にPamelaさんから「Green 
Teaの効果がそんなにあるのなら愛飲したい」というコメントもいただきました。しかし悲しいかな、
日本での配茶サービスは 21 世紀になり激減しています。コストやリスクの他にも病棟業務の中では
煩雑な業務として扱われ、自動の給茶器、ペットボトル飲料が主となり、残念なことであります。吉
井先生の研究では飲み残しのペットボトルのお茶にはむしろ細菌増殖が認められる場合もあるという
ことなので、やっぱり従来の配茶サービスの復活を期待したいところです。 
東西融合看護学というテーマを考えるとすればどのような課題を立案するのか難しいのですが、今
回は無くなりつつある病棟の配茶業務にエビデンスを求めて実験室研究を行ったものでした。しかし
今後の課題としては看護実践の中でのアプローチがより注目されていくでしょう。 
今回は看護学科の国際交流の一環として、現在企画を進めているタイのマヒドン大学の窓口でもあ
るLadaval O.N.先生とも顔見知りになることができ、大きな釣果でした。本学会は 2年後には中国
（北京）、そして 4 年後には日本（富山）が主催を担当する順番となります。当大学の理念に向かっ
て、さらなる一歩が内外から求められ
ています。 
最後になりますが、本稿の一部は平
成26年度学長裁量経費(「富山の暮ら
しに機能するアドバンスナースの準備
教育」)によるものであり、謝辞を申し
上げます。 
 
